










































































■河道、堤防等については、様々な条件下で生じた過去の変状・
被災、それらに対する災害復旧や維持修繕等の履歴から得られる被災、それらに対する災害復旧や維持修繕等の履歴から得られる
知見を蓄積し、それらの経験に基づいた管理を行っている。

縦横断測量

堤防点検
降雨や洪水時の法面の滑り わだちの形成

動物による穴の形
成

河川巡視
成

クラックの形成
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護岸の開き

経験の蓄積

■堤防以外の河川構造物として、堰や水門・樋管、排水機場な
どの様々な河川管理施設が設置されている。
■初期の状態や所要の機能に生じる劣化に対して、点検・補修
等の一連の管理を実施している。

堰 水門 樋管

10

排水機場 閘門床止め� 
�3�8



施設 特徴に応じ管理水準を持続するため 計画的な管理■施設の特徴に応じ管理水準を持続するための計画的な管理

河道 堤防 コンクリート構造物・鋼構造物 機械・電気通信設備

過去 経験 蓄積に基づく管理技術過去の経験の蓄積に基づく管理技術 統計や工学に裏付けられた管理技術

現在の時間計画型から 今後は状態監

11
引き続き状態を診ながら予防保全又は事
後保全を行っていく

現在の時間計画型から、今後は状態監
視型の予防保全へ移行していく（一部
事後保全）

■「経験の蓄積に基づく管理技術」と「統計や工学に裏付けられ裏
た管理技術」の２つの側面から高度化していくことが必要。

*「管理経験者」の活用を図りながら、管理技術を「管理職員」に継承する
仕組み

*管理を担う官民の技術者の確保*管理を担う官民の技術者の確保

*管理経験者・専門家等からの助言体制

*管理データのデータベース化管理データのデータベース化

*管理実務の合理化・高度化の取組みの推進

*河道と施設を一体的な河道システム 堤防を連続したシステムと捉えた管河道と施設を 体的な河道システム、堤防を連続したシステムと捉えた管
理

*計画・設計・施工・維持管理を通じた一連システムを通じた管理

12
*個々の河川レベル、全国的なレベルの双方における戦略的なマネジメント
（社会資本整備審議会河川分科会「安全を持続的に確保するための今後の河川管理のあり方検討小委員会」）
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*河川の管理の主要な対象である河道・堤防の特性は次
の通りであるの通りである。

*自然公物である河道は、常に変化しており、特に洪
水により大きく、想像を超える変化が生じることがあ水により大きく、想像を超える変化が生じることがあ
る。

*堤防は、断面、区間ごとに特性が異なるが、状態把
握が困難である しかも 河道の変化により堤防の状握が困難である。しかも、河道の変化により堤防の状
態も変化する。

*河道・堤防の管理においては その特質から経験の蓄河道 堤防の管理においては、その特質から経験の蓄
積に基づく管理技術が適用されている。

*その他の河川構造物を中心に、統計や工学に裏付けら
れた管理技術が適用されて るれた管理技術が適用されている。

*管理水準を持続的に確保するためには、管理技術に応
じた技術の再構築が重要

13

じた技術の再構築が重要。
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土木学会タスクフォース ２０１３．９．６

青森県橋梁アセットマネジメントの概要について

青森県県土整備部道路課

橋梁・アセット推進グループマネージャー

佐々木 正昭
1

青森県の橋梁を取り巻く環境
地理的特徴 青森県の気候のイメージ地理的特徴 青森県の気候のイメ ジ

塩害（日本海側） 凍害（太平洋側）橋梁の損傷の地域特性

塩害①（主に日本海側沿岸部）

海からの飛来塩分が原因

塩害（日本海側） 凍害（太平洋側）橋梁の損傷の地域特性

塩害② （主に内陸部）

融雪剤が原因

害凍害（主に太平洋側）

乾燥した冷たい空気が原因 2
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橋梁アセットマネジメント導入の背景
青森県の管理橋梁数（2012年4月）

背 景 ①
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青森県の管理橋梁数（2012年4月）
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背 景 ②

橋梁 架設年度 分布（橋長 以 ）

アセットマネジメントにより背 景 ②
県の財政改革プラン
による緊縮財政

橋梁を計画的かつ効率的
に維持管理し コスト縮減

3

による緊縮財政
H20公共投資目標
40％減（H15比率）

に維持管理し，コスト縮減
を図る必要性

取組の経緯

2003 （H15） ・・・職員提案、アセットマネジメント研究会

2004～2005 ・・・定期点検（１５ｍ以上）・BMS構築
（H16～17） ※BMS：ブリッジマネジメントシステム（ 6 ）

2005 （H17） ・・・アクションプラン（5箇年計画：H18～H22）

※橋長 以上※橋長１５ｍ以上

2006 （H18） ・・・ 運用開始

2008 （H20） ・・・長寿命化修繕計画 ※橋長２ｍ以上

（１０箇年計画：H20～H29）（１０箇年計画：H20～H29）

2012 （H24） ・・・長寿命化修繕計画の見直し

4
（１０箇年計画：H24～H33）
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